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八潮市オンライン市役所開設中！

６月は「環境月間」です～生物多様性と外来生物の影響～

問エイトアリーナ☎９９９－７０１１

●大人向け
❶ピラティス教室
日７月２１日～９月２９日（８月１１
日、９月１日・２２日を除く毎週
火曜日・全８回）　
午前９時３０分～１０時３０分
❷ボクサシェイプ教室
日７月２２日～９月３０日（８月１９
日、９月１６日・２３日を除く毎
週水曜日・全８回）
午後７時～８時
❸ナイトピラティス教室
日７月２３日～９月１０日（毎週木
曜日・全８回）　
午後７時～８時
❹リラックスヨガ教室
日７月２４日～９月１１日（毎週金
曜日・全８回）
午前９時３０
分～１０時３０
分
❺スリムシェイプエアロ教室
日７月２４日～９月１１日（毎週金
曜日・全８回）
午前１０時４５分～１１時４５分

●ワンデーレッスン
❻Z

ズンバ

UMBA教室
日８月１日㈯
・２９日㈯　
午前９時３０分
～１０時３０分
❼初級筋トレ教室
日８月１日㈯　午前１０時４５分
～１１時４５分
❽脂肪燃焼＆筋トレ教室
日８月２９日㈯　午前１０時４５分
～１１時４５分
❾ボディケア＆ストレッチ教室
日９月１２日㈯　午前９時３０分
～１０時３０分
❿ボクサシェイプ教室
日９月１２日㈯　午前１０時４５分
～１１時４５分
⓫�骨盤ウォ―キング教室�
～フットケア編～

日９月２６日㈯　午前９時３０分
～１０時３０分
⓬かんたんエアロ教室
日９月２６日㈯　午前１０時４５分
～１１時４５分

●こども向け
⓭ミズノ流忍者学校
日8月8日 ㈯　１部 ＝ 午前９時
３０分～１１時、２部＝午前１１時
３０分～午後１時
対市内在住・
在園・在学の
年中～小学校
３年生

⓮パルクール教室
日９月１９日㈯　１部＝午前９時
３０分～１０時３０分、２部＝午前
１０時４５分～１１時４５分
対１部＝市内在住・在園の年少
～年長とその
保護者、２部
＝市内在住・
在学の小学生

問環境リサイクル課☎線２７３

　生物多様性とは、地球上のさまざまな生物が共存し、相互に支え合う関係のことです。しかし、「外来生物」が地域の生態系に持
ち込まれることで、そのバランスが崩れることがあります。また、外来生物のうち、生態系や人の生命・身体、農林水産業に被害を
及ぼすおそれがある生物を「特定外来生物」といいます。発見した場合は、連絡をお願いします。

●外来種被害予防３原則
　侵略的外来種による被害を予防するため、私たち一人ひとりができること。　①入れない　②捨てない　③拡げない

夏のスポーツ教室 　気軽にスポーツに親しむことができるよう、年齢・体力などに
応じたスポーツ教室を行います。

―共通―
場①⑬⑭エイトアリーナ体育室②～⑫エイトアリーナ多目的室２
定①５０人（申込順）②④２５人（申込順）③３０人（申込順）⑤
２０人（申込順）⑥各２５人（当日先着順）⑦～⑫２５人（当日先着順）
⑬各部２０人（申込順）⑭１部＝１０組、２部＝２０人（各部申込順）
費①～⑤４，８００円⑥各５００円⑦～⑫５００円⑬⑭各部１，０００円
―①～⑫共通―
対市内在住・在勤・在学の１５歳以上の方※中学生を除く
―①～⑤、⑬⑭共通―
申参加申込書（エイトアリーナまたは市ホームページで入手）
を６月１0日から各教室の初回教室の１週間前までに、エイトア
リーナ（受付＝午前９時～午後５時）へ※窓口での混雑を避け
るため、電話での仮予約も行っています。なお、①～⑤の教室
は見学することができます（無料）。

　メスは毒を持っており、体長は成虫で約０．５
㎝から１㎝ほどになり、光沢のある黒い体で、
背面に鮮やかな赤色の模様があります。日当た
りのよい暖かい場所を好み、市内では、水路の
ふたの裏や畑のバケツの底などで発見されてい
ます。素手で触ると咬まれる危険性があり、咬
まれると痛みや腫れを伴うため、注意が必要です。また、屋外に置
いた靴に生息していることもあるので、履く前に注意が必要です。
見つけた場合は、その場での捕殺をお願いします。市では、生息範
囲を把握するため情報収集を行っています。

クビアカツヤカミキリ
　サクラを中心としたバラ科の樹木被害が確認
されています。成虫は全体に光沢のある黒色で、
首回りの赤色が特徴です。６月から８月上旬に
現れ、樹皮の割れ目に産卵し、繁殖力が強いの
が特徴です。市内では、過去３年間に１６０本の
樹木が被害を受けています。
　市では、被害樹木に薬剤を注入、成虫飛散防
止ネットをするなど防除に努めていますが、見つけた場合は、そ
の場での捕殺にご協力ください。

赤
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アメリカオニアザミ
　特定外来生物には指定されていませんが、生
態系に悪影響を及ぼすとして「生態系被害防止
外来種」に指定されています。繁殖力が非常に
強く、放っておくと大きく成長するうえ、堅く鋭
いトゲを持つため、うかつに触ると危険です。
　また、その土地に元々あった植物の生育場所を占領する可能性
もあります。ご自身の土地で見つけた場合は、駆除をお願いします。

アカミミガメ

アライグマ
　農作物への被害や営巣のための家屋
侵入の通報が増えています。頭・胴体
・尾の長さで６０㎝から１００㎝、胴体は
グレー系統で、目の周りを覆う黒い部
分としま模様の尾が特徴です。
　過去３年間で１６２匹捕獲されており、年々増加傾向にあります。
市では、県の防除計画に基づいて、箱わなによる捕獲を実施して
います。なお、タヌキなどの在来種の捕獲は行っていません。

セアカゴケグモ

　アメリカ合衆国南部原産のカメで、ペットとして飼われていた個体が野外に放たれ、現在では全国に広がって
います。また、繁殖力が強く成長も早いため、在来種とのバランスを崩し、食物連鎖にも影響を与えるなど、地
域の生態系に悪影響を及ぼします。「条件付特定外来生物」に指定されており、飼育や譲渡はできますが、野外
に放したり、逃がしたりすることは法律で禁止されています。市では、これ以上アカミミガメが増えないように
外来種被害予防３原則の徹底を呼び掛けています。


